
第 1 章 東北農業の特徴 

（６） 福島県

 福島県の主要農林水産物の主な産地 図表 １-２５ 

福島県の主要農畜産物の産出額と農業基本構造 図表 １-２６ 

資料：福島県「ふくしま農林水産業新生プラン(平成 25 年３月)」等を基に作成 

資料：農林水産省「生産農業所得統計」、「2020 年農林業センサス」、「集落営農実態調査」、「耕地及び作付面積調査」、 

「農業構造動態調査」 
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第 1 章 東北農業の特徴 

４ 2020 年農林業センサスにみる東北の農業構造の変化 

（１） 農業経営体数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  東北の農業経営体※１数は、全国と同様に減少傾向にあり、令和２(2020)年は 19 万

4,200 経営体で、５年前に比べ 5 万 3,500 経営体（21.6％）減少しています（図表 1-

27）。このうち、団体経営体※２数は 6,300 経営体で、５年前に比べ 200 経営体（2.6％）

減少しているものの、農業経営体に占める割合は 0.6 ポイント上昇しています（図表 1-

28）。 

  農業経営体数を県別にみると、令和２(2020)年は福島県が最も多く４万 2,600 経営

体となっています（図表 1-29）。 

農業経営体数は減少傾向 

 図表 １-２９ 

資料：農林水産省「農林業センサス」  
 
※１ 「農業経営体」とは、経営耕地面積が 30ａ以上又は農産物販売金額が 50 万円に相当する規模以上の農業を行う

者、又は農作業受託を行う者をいう。 
※２ 「団体経営体」とは、「農業経営体」のうち、組織（法人、非法人）で事業を行う経営体をいう。なお、法人化

して事業を行う世帯（いわゆる一戸一法人）も含む。 

農業経営体数の推移（県別）  

団体経営体 農業経営体のうち団体経営体の割合 

 農業経営体数の推移（全国・東北） 図表 1-27 

 団体経営体数の推移（全国・東北）   図表 １-２８ 

農業経営体 農業経営体のうち団体経営体の割合 
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